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箱崎遺跡 九州大学箱崎キャンパス理学部中庭地点 記者発表資料 

九州大学埋蔵文化財調査室 

 

所在地   福岡市東区箱崎６-10-１ 九州大学箱崎キャンパス 

理学部中庭地点（図１・２）【遺跡略号：HZK1701 地点】 

調査面積  ６調査区、計約 800 ㎡ 

調査年月日 平成 29 年５月８日～６月 30 日（予定） 

 

１．調査の経緯 

 九州大学では、統合移転推進事業にともなう箱崎キャンパスの埋蔵文化財調査を進めてい

ます。箱崎キャンパスは、筥崎宮
は こ ざ き ぐ う

の創建（延喜 21（921）年）以降に形成された都市・集落

―箱崎遺跡の一部にあたり、これまでの調査により、古代末から近世にかけての遺構や遺物

が確認されています。また、キャンパスの北側に接する地点には国指定史跡元寇防塁（地蔵

松原地区）があり、この延長線上に位置する箱崎キャンパス内を南北に貫くかたちで元寇防

塁が立地していたと推測されてきました（中山 1913a）。 

昨年度は、旧理学部２号館前南地点（HZK1601 地点：530 ㎡）、中央図書館前南地点１次

（HZK1603 地点：120 ㎡）、２次（HZK1604地点：170 ㎡）の発掘調査を行いました。 

昨年８～10 月に行った中央図書館前南地点１次調査で、南北方向 17ｍ以上にのびる石積

み遺構が確認されました。一番下段の部分とみられる石材が 23石以上、西側（博多湾側）に

面を揃えて並んでいました。もっとも良好に保存されていた部分では、石材が３段積まれた

状態で、高さ約 0.9ｍ残っていました。 

 九州大学埋蔵文化財調査室は、石積みの位置関係、立地環境、構築された時期と方法、出

土遺物の特徴などを総合的に調査・分析してきました。その結果、この石積み遺構は、建治

２（1276）年頃から博多湾沿岸に築かれた元寇防塁である可能性がきわめて高いと考えてい

ます（九州大学埋蔵文化財調査室 2016a・b）。 

今回の調査では、石積み遺構が立地する土層堆積環境や走行方向、機能、他地区で発見さ

れている元寇防塁との違いを追究するため、昨年度に発見された石積みの南側延長線上にあ

たる地区において東西に複数の調査区を設定し、発掘調査を行いました（図４）。 

 

２．理学部中庭地点の発掘調査成果 

 今回の調査では、中央図書館前南地点１次調査で昨年発見された石積み遺構から南に約 60

ｍの地点（Ⅱ区）において、その続きが新たに見つかりました（写真１）。 

 石積み遺構は地表下約 0.7ｍで確認され、南北方向５ｍ以上にわたり直線的にのびます。

石積みは、一番下段の部分とみられる石材が途切れながらも、約７石並びます。石材は、礫

岩・砂岩が用いられ、これまでの調査で出土した石積みのものと類似します。旧理学部校舎

の基礎工事などによる破壊を受けており、２段目以上は残っていません。石材の大きさはバ

ラツキがありますが、大きなもので幅 75 ㎝、高さ 50 ㎝を測ります。石積みの背部（東側）



を調査したところ、浜堤
ひんてい

の上部を整地して、砂により土盛りした後に、最下段の石材を並べ

たことがわかりました。 

 石積み遺構は、博多湾に沿って南北方向に走る浜堤の最上位付近（標高 2.0～2.1ｍ）に築

かれています。浜堤は、海側にむかってゆるやかに傾斜しています（写真２）。土層調査の結

果、当時の汀線は、石積みの前面から西へ 20～30m先にあったことが、わかりました。 

 石積みから旧汀線までの浜辺には、摩耗して細片化した遺物、貝類が多く混じる粗砂層が

堆積しています。調査地点は多々良川の河口に位置する砂州の浜辺にあたるため、これは、

多々良川河口域で河川氾濫などにより崩壊した遺跡から博多湾に流出した遺物群が、当時の

浜辺に打ち寄せられた堆積物であると考えられます。さらにその下部からは、12 世紀後半以

前の貿易陶磁器（龍泉窯系青磁・白磁など）、土器、石器などが多量に出土しています。浜堤

が形成される以前に、砂州を発達させた土砂が堆積しています。堆積物下部に含まれる遺物

は、この自然堆積にともない、近隣の遺跡から流れ込み、溜まったものです。 

 石積みの背部は、砂を盛り、陸側にむかってゆるやかに傾斜させています。これは、「裏
う ら

加佐
か さ

」とよばれる、陸側から元寇防塁背部に登りやすくするための整地部分の可能性があり

ます。また、傾斜面のすぐ後方から、深さ 60cmの溝状遺構が見つかりました。これは、石積

みの東側（背部側）へ約５m の地点から、幅 13ｍ以上の規模で掘り込まれています。箱崎の

元寇防塁は、正安４（1302）年ごろまでは、異国警固のために修理されていた、と『延時文

書』に記されています（九州大学・佐伯弘次教授の御教示による）。石積み遺構が元寇防塁だ

とすれば、この溝状遺構は、元寇防塁を構築する際、ないしは裏加佐を修理する際に掘り返

されています。その後、鎌倉時代末になると防塁は放棄されます。溝出土の 14 世紀代を中心

とする貿易陶磁器や土師器、土錘、石錘、銭貨（洪武通寶：初鋳 1368 年）などは、石積みの

放棄後に周辺住人たちの生活痕跡が入り込んだものです。 

 

３．箱崎地区の元寇防塁について 

元寇防塁は、文永 11（1274）年の蒙古襲来（文永の役）の後に鎌倉幕府の命により、九州

各国の分担で博多湾沿岸一帯に総延長約 20 ㎞にわたって築造されました（図５）。「元寇防

塁」の呼称は大正２（1913）年の防塁調査の折、中山平次郎氏（元九州大学医学部教授）に

よって仮称され定着したもので、当時は「石
い し

築地
つ い じ

」「要害石築地」とも表現されました。 

元寇防塁は、今津地区は大隅・日向国、長垂
ながたれ

地区は豊前国、生
い き

の松原地区は肥後国、姪浜
めいのはま

地区は肥前国、博多地区は筑前・筑後国、箱崎地区は薩摩国 、香椎
か し い

地区は豊後国が、領主の

所領に応じて割り当てられた範囲の築造を分担しました。昭和６（1931）年３月 30日、今津、

今山、長垂、生の松原、向浜、脇、百道
も も ち

、西新、地
じ

行
ぎょう

、地蔵松原の 10 地区が国史跡に指定

され、昭和 56（1981）年３月 16日に今津地区の一部が追加指定されました。 

石堂川（御笠川）と多々良川の河口を結ぶ約 3.3km の箱崎地区を、薩摩国が築造分担しま

した。元寇防塁の位置については、中山氏が九州大学医学部構内（グラウンド横）から箱崎

網屋の墓地、九州大学旧工学部、農学部構内を貫いて地蔵松原墓地にいたる微高地上に立地

すると推測しました（中山 1913a・b）。 

国指定史跡元寇防塁（地蔵松原地区）では、大正９（1920）年に全長４間半（約８ｍ）の

範囲を 武谷水城
た け や み ず き

氏が発掘調査しています。石列高は２尺～３尺５寸（約 60～110 ㎝）、石列



幅は２尺～２尺４寸（約 60～70 ㎝）、石材は大きいもので幅２尺８寸（約 85 ㎝）、高さ１尺

（約 30㎝）、厚さ１尺５寸（約 45 ㎝）と報告されています（武谷 1922）。平成５（1993）年

には九州大学農学部演習農場、平成 12（2000）年には JR 鹿児島本線軌道下で、福岡市教育

委員会が発掘調査を行っており、ともに元寇防塁の一部とみられる大型の礫が散布する状況

が確認されています。 

 

４．まとめ―今回の発掘調査の意義― 

① 昨年調査した石積み遺構の南側延長線上で、新たに石積みが確認された。国指定史跡元

寇防塁（地蔵松原地区）の延長線上にあり、博多湾に面して連続的に築かれたとされる、

箱崎地区の元寇防塁の一部である可能性が高い。 

② 石積みは博多湾に沿って南北方向に走る砂州に形成された浜堤の上に造られた。浜堤形

成前は、12 世紀後半以前の遺物が多数出土する自然の作用による堆積物がひろがってい

た。また、石積みの背部で溝状遺構が見つかり、14 世紀代を中心とする遺物が出土した。

つまり、石積みが造られたのは 13 世紀代であるといえる。この年代は、元寇防塁の築造

年代（13 世紀後半）と矛盾しない。 

③ 溝状遺構は、石積みの背部を構築ならびに管理・修理する際に掘り返された可能性が高

く、構築・維持管理上、石積みと一体化していたと考えられる。溝に埋まる遺物群は、

石積みの放棄後に周辺住人たちの生活痕跡が入り込んだものである。 

④ 石積みが造られた時期の浜堤と浜辺、汀線を復元し、石積みが築かれた当時の景観を再

現できる展望が得られた（図２）。石積みは元寇防塁である可能性が高く、防塁の構築・

管理・放棄にいたる一連の過程を復元できる成果が得られた。博多湾沿岸における元寇

防塁の調査では、初の事例となる可能性が高い。 
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図１　調査地点の位置

図２　当時の汀線から溝状遺構まで（推定復元模式図）



図３　調査地点の位置

図４　HZK1701　調査区の配置と調査地点の位置

破線は推定ライン



写真１ 今回の調査でみつかった石積み遺構（北西から） 

写真２ Ⅲ区北壁土層堆積状況（南西から） 



 

図５ 博多湾一帯の蒙古襲来関連地（堀本 2010 を一部改変） 

写真３ HZK1601 溝状遺構土層断面（南東から） 
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